
第
１０
章

注
目
さ
れ
る
「
分
極
化
」
―
―

地
域
格
差
の
指
標

●
経
済
発
展
と
地
域
格
差

開
発
途
上
国
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
国
内
の
地
域
格
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
経
済
成
長
と

地
域
間
不
平
等
を
め
ぐ
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
（Jeffrey

G
.W

illiam
son

）
は
、
経
済
成
長
の
初
期
の
局
面

で
地
域
格
差
が
拡
大
す
る
が
、
一
定
の
発
展
水
準
に
到
達
す
れ
ば
縮
小
し
て
い
く
と
考
え
た
。
こ
れ
に
対

し
て
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
、
豊
か
な
地
域
は
よ
り
一
層
豊
か
に
な
り
、
貧
し
い
地
域
は
一
層
貧
し
く
な
る
と

い
う
悪
循
環
が
起
こ
り
や
す
い
と
し
て
、
市
場
と
経
済
成
長
の
力
に
期
待
す
る
楽
観
的
な
立
場
を
批
判
し

た
。最

近
で
は
、
経
済
成
長
モ
デ
ル
を
応
用
し
て
地
域
格
差
の
収
束
の
有
無
を
検
証
す
る
研
究
も
盛
ん
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
の
な
か
で
は
「
低
所
得
地
域
の
方
が
高
所
得
地
域
よ
り
も
よ
り
急
速
に
成

長
す
る
」
と
い
う
β
収
束
と
、「
地
域
間
の
不
平
等
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
縮
小
し
て
い
く
」
と
い
う

σ
収
束
が
対
象
に
な
っ
て
き
た
。
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●
地
域
格
差
計
測
の
難
し
さ

地
域
所
得
の
推
計
で
は
、
企
業
は
本
社
、
支
店
、
営
業
所
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
複
数
の
地
域
で
企

業
活
動
を
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
経
済
活
動
か
ら
発
生
す
る
付
加
価
値
を
特
定
の
地
域
（
た
と
え
ば
本

社
所
在
地
）
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
事
業
所
が
あ
る
地
域
に
そ
の
事
業
所
の
経
済
活
動
の
成

果
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
大
都
市
は
他
の
地
域
よ
り
開
放
度
が
大
き
い
た
め
に
、
労
働
者
と
い
っ
た
生
産
要
素
の
移
動
が

多
い
。
た
と
え
ば
、
大
都
市
の
周
辺
地
域
の
居
住
者
は
大
都
市
に
勤
務
先
が
あ
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
時

に
は
地
域
内
総
生
産
は
大
都
市
に
、
ま
た
地
域
所
得
は
居
住
者
の
住
む
地
域
に
計
上
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

地
域
内
総
生
産
の
統
計
だ
け
で
地
域
間
経
済
格
差
を
分
析
す
る
と
、
大
都
市
地
域
は
過
大
評
価
、
大
都
市

の
周
辺
地
域
は
過
小
評
価
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
や
開
発
途
上
国
で
も
、
地
域
内
総
生
産
を
す
べ
て
の
地
域
で
合
算
し
た
値
と
国
全
体
の
国
内
総
生

産
と
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
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（
全
地
域
合
算
値

国
内
総
生
産
－
１）
×
１００

全
地
域
の
合
算
値
と
国
内
総
生
産
の
開
差
率

は
日
本
の
場
合
、
二
〇
〇
〇
年
代
で
二
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
中
国
で
は
二
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
九
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
地
域
経
済
は
移
出
入
の
依
存
度
が
非
常
に
高
く
、
そ
れ
を
測
る
精
度
の
高

い
統
計
調
査
が
な
く
、
卸
売
・
小
売
業
と
運
輸
・
通
信
業
の
開
差
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
物
経

済
を
支
え
る
金
融
取
引
が
十
分
に
把
握
で
き
な
い
こ
と
も
困
難
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

表
１
は
韓
国
の
地
域
内
生
産
と
家
計
消
費
の
地
域
分
布
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
地
域
間
に
は
移
転
所
得

が
あ
り
、
居
住
地
と
勤
務
先
と
が
異
な
る
人
も
い
る
た
め
に
、
地
域
内
で
生
産
さ
れ
た
所
得
と
分
配
さ
れ

た
所
得
が
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
地
域
内
生
産
を
経
済
的
福
祉
の
指
標
に
す
る
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
地
域
の
生
活
水
準
に
近
い
指
標
を
求
め
る
た
め
に
、
地
域
の
一
人
あ
た
り

家
計
消
費
支
出
も
示
し
て
あ
る
。
地
域
内
総
生
産
の
格
差
に
比
べ
て
家
計
消
費
の
地
域
格
差
は
か
な
り
小

さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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GRDP
経常価格

家計消費
経常価格

GRDP
２０００年価格

家計消費
２０００年価格 人 口

全国 ６８５，９４６．４ ３７３，９３５．８ ６４７，２５９．４ ３４９，１９４ ４７，６４０
ソウル １６８，１４３．１ ９３，０７３．２ １５４，５０３．１ ８５，９１４．２ １０，０４２
プサン ４０，１９３．４ ２９，２６７．１ ３７，８８４．５ ２７，４０９．１ ３，７０１
大邸 ２３，４３８．４ １９，８７１．１ ２１，６８３．８ １８，６５４．９ ２，５４２
仁川 ３３，３９２．１ １９，９１６．６ ２９，９５２．２ １８，５６９．６ ２，５８７
光州 １４，９３０．５ １０，８０１．４ １４，１７１．６ １０，２０５．２ １，４１４
大田 １６，０４５．６ １１，１０４ １４，９３５．４ １０，４３０．６ １，４４１
ウルサン ３３，１７３．７ ８，０４６．９ ３１，５５１．９ ７，５６１．２ １，０５６
京畿道 １３２，７１２．６ ７６，３８２．５ １３０，２２１ ７１，１０７．７ ９，６２２
江原道 １８，６０９．３ １０，６３５．３ １７，２１６．５ １０，０３２．７ １，５２２
忠清北道 ２１，４９９．６ １０，１９２ ２１，０４２．１ ９，６２８．９ １，５１２
忠清南道 ３４，３９４．７ １２，９２１．６ ３２，４３０．４ １２，２０３ １，８９９
全羅北道 ２１，２７９．２ １３，０６２．３ １９，９０９．６ １２，２８１．７ １，９１８
全羅南道 ３２，１７１．５ １３，００８．８ ２８，６１３．５ １２，２５７．１ ２，００８
慶尚北道 ４４，０２１．５ １９，５６０．６ ４４，０７３．９ １８，４８７．５ ２，７７８
慶尚南道 ４５，６３９．３ ２２，２５８ ４３，０６６．３ ２０，８５６ ３，０６６
済州道 ６，３０１．７ ３，８３４．５ ６，００３ ３，５９４．６ ５３１

GRDP
経常価格

GRDP
２０００年価格

家計消費
経常価格

家計消費
２０００年価格

全国 １４．４０ １３．５９ ７．８５ ７．３３
ソウル １６．７４ １５．３９ ９．２７ ８．５６
プサン １０．８６ １０．２４ ７．９１ ７．４１
大邸 ９．２２ ８．５３ ７．８２ ７．３４
仁川 １２．９１ １１．５８ ７．７０ ７．１８
光州 １０．５６ １０．０２ ７．６４ ７．２２
大田 １１．１４ １０．３６ ７．７１ ７．２４
ウルサン ３１．４１ ２９．８８ ７．６２ ７．１６
京畿道 １３．７９ １３．５３ ７．９４ ７．３９
江原道 １２．２３ １１．３１ ６．９９ ６．５９
忠清北道 １４．２２ １３．９２ ６．７４ ６．３７
忠清南道 １８．１１ １７．０８ ６．８０ ６．４３
全羅北道 １１．０９ １０．３８ ６．８１ ６．４０
全羅南道 １６．０２ １４．２５ ６．４８ ６．１０
慶尚北道 １５．８５ １５．８７ ７．０４ ６．６５
慶尚南道 １４．８９ １４．０５ ７．２６ ６．８０
済州道 １１．８７ １１．３１ ７．２２ ６．７７

表１ 韓国の地域経済指標（２００２年）

（１）総額

（注） 地域内総生産（Gross Regional Domestic Product : GRDP）の単位は１０
億ウォン。人口の単位は１０００人。

（出所） Korea National Statistical Office, Korea Statistical Yearbook 2005, pp.
６９５―６９６および Korea National Statistical Office, Social Indicators in Korea
2004, pp.１６２―１６３から筆者作成。

（２）１人あたり （単位：１００万ウォン）

（出所） 表１（１）から筆者作成。
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●
不
平
等
と
分
極
化

最
近
の
不
平
等
研
究
で
は
、
分
布
の
不
平
等
と
分
極
化
（polarization

）
を
区
別
し
て
い
る
。
分
極
化
と

は
、
分
布
の
極
限
値
（
上
限
と
下
限
）
に
地
域
や
人
口
が
集
積
し
て
い
る
現
象
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
分
布
の

両
極
端
に
人
口
や
地
域
が
集
積
し
て
、
両
者
の
差
が
非
常
に
大
き
い
現
象
で
あ
る
。
豊
か
な
地
域
と
貧
し

い
地
域
の
分
布
の
な
か
で
所
得
移
転
の
効
果
を
考
え
る
と
、
中
央
の
地
域
（
メ
デ
ィ
ア
ン
）
よ
り
豊
か
な
地
域

か
ら
貧
し
い
地
域
へ
の
所
得
移
転
は
不
平
等
と
分
極
化
を
緩
和
す
る
。
し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
ン
を
超
え
な

い
地
域
の
間
の
所
得
移
転
は
、
た
と
え
そ
れ
が
不
平
等
を
緩
和
す
る
も
の
で
も
、
分
極
化
は
緩
和
し
な
い
。

基
本
公
式
は
「
分
極
化
」
指
標
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ウ
ォ
ル
フ
ソ
ン
（M

ichaelC
.W

olfson

）
の
指
数
を
紹

介
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
極
化
指
標
Ｗ
と
不
平
等
指
標
（
ジ
ニ
係
数
）
を
数
値
例
で
計
算
し
て
み
た
の
が
表

２
で
あ
る
。
人
口
と
所
得
合
計
が
同
じ
分
布
で
も
、
低
所
得
層
と
高
所
得
層
が
連
続
し
て
い
る
場
合
に
は

分
極
化
指
標
と
ジ
ニ
係
数
は
あ
ま
り
差
が
な
い
の
に
対
し
て
、
低
所
得
層
と
高
所
得
層
に
社
会
が
分
裂
し

て
い
る
場
合
は
分
極
化
指
標
と
ジ
ニ
係
数
の
差
も
大
き
く
な
る
。

分
極
化
の
進
行
し
た
社
会
ほ
ど
紛
争
が
発
生
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
最

近
で
は
分
極
化
の
研
究
も
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

第１０章 注目される「分極化」―― 地域格差の指標
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A B C D E Gini W

ケース１ ０ １ ２ ３ ４ ０．４ ０．４
ケース２ ０．５ ０．５ ３ ３ ３ ０．３ ０．２６
ケース３ ０ ０ ２ ４ ４ ０．４８ ０．６４

分極化の指標

W ＝
２（２（０．５－L（０．５））－Gini）

m／μ

L（０．５）は人口シェアが下から５０％にあたる地域の所得シェ
ア、Giniはジニ係数（本書第９章）、mは中位数に当たる地域
（分布の真ん中にある地域）の平均所得、μは平均所得。
分極化とは所得下位５０％、中間層（メディアン）、上位５０％の

なかで下位と上位の分配シュアの差が非常に大きく、下位およ
び上位内部の格差は小さく、中間層の分配シェアが非常に少な
い現象である。W の分子は１から下位５０％のシェアを控除した
もの（上位５０％のシェア）が下位５０％のシェアを超過する大き
さ（（１－L（０．５））－L（０．５））から下位、上位内部の格差（Gini）
を除いたもの（上位と下位の異質性）である。これが分母であ
る中間層所得（m／μ）に比べてどのくらいの大きさであるかを求
めたのがW である。

（出所） Wolfson（１９９７）

表２ 不平等と分極化の数値例

（注） 人口は５人で所得の合計はすべてのケースで１０。人口が５人なので所得
の低い順でみて人口シェアが半分になる集団での所得シェアは下位４０％
（Aと B）、および下位６０％（A、Bと C）の所得シェアを平均して求めた。

（出所） 筆者作成。

基本公式

82



《
参
考
文
献
》

経
済
発
展
と
地
域
格
差
に
つ
い
て
はN

oorbakhsh,Farhad
(2005)

“SpatialInequality,Polarization
and

its

D
im

ensions
in

Iran
:

N
ew

E
m

pirical
E

vidence,”
O

xford
D

evelopm
ent

Studies,
V

olum
e

33,
N

um
ber

3

&
4,Septem

ber−D
ecem

ber,pp.473−491

お
よ
びW

illiam
son,Jeffrey

G
.(1965)

“R
egionalInequality

and

the
Process

of
N

ational
D

evelopm
ent:

A
D

escription
of

the
Patterns,”

E
conom

ic
D

evelopm
ent

and

C
ulturalC

hange,V
olum

e
X

III,N
um

ber
4

PartII,pp.3−84

を
参
照
し
た
。
分
極
化
指
標
はW

olfson,M
ichael

C
.(1997)

“D
ivergentInequalities

:
T

heory
and

E
m

piricalR
esults,”

R
eview

ofIncom
e

and
W

ealth,Series

43,N
um

ber
4,pp.401−421

を
参
照
し
た
。
本
文
中
の
韓
国
の
地
域
格
差
は
許
文
九
（
一
九
九
五
）「
韓
国
に
お
け

る
地
域
間
所
得
格
差
の
動
向
―
地
域
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
）
の
観
点
か
ら
―
」（『
経
済
研
究
』﹇
大
阪
府
立
大
学
﹈、

第
四
一
巻
、
第
一
号
）
一
三
三
―
一
七
〇
ペ
ー
ジ
、
日
本
と
中
国
の
地
域
経
済
計
算
は
許
憲
春
（
作
間
逸
雄
監
修
、

李
潔
訳
者
代
表
）（
二
〇
〇
九
）『
詳
説
中
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
―
Ｍ
Ｐ
Ｓ
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ａ
へ
』
新
曜
社
を
参
照
し
た
。

『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』N

o.192
(2011.9)

第１０章 注目される「分極化」―― 地域格差の指標

83



アジア経済研究所開発スクール（IDEAS）にて
１９９７年以来、１５年にわたって IDEAS教授をつとめた。飄々とした風情で思わぬ
ジョークを飛ばす独特の語り口には人気があった。

IDEAS実践開発講座で講義

「国際協力キャリアフェア」の IDEASのブースで、来場者の相談にのる（左ペー
ジも同じ）。
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